【保健体育】
１　はじめに
学校評価の一環として行われる「授業評価」は、教師の授業の改善・指導力の向上・生徒観の変容、さらには生徒自身の変容をめざすものとして行われ始めている。本委員会でも昨年度から「わかる授業」「楽しい授業」を実現するためには、生徒が授業をどう評価しているかを知り、それを授業改善に役立てることが大切であると考え、「生徒による授業評価」について研究してきた。

昨年度は、「生徒による授業評価」を導き出すために、「教師の指導力とは」どのような力か、「よい授業とは」どのような授業かという観点から提示された。今年度は昨年度のものをさらに精選・整理し、より現実的で運用しやすいものをめざし研究してきた。特に夏季研究協議会での「指導力」と「授業力」の違いは何かという議論を踏まえ、教科の持つ本質・目標から「生徒による授業評価」を考えてみた。
２　よい授業をするために

　（１）「生徒による授業評価」に結び付けるまでのプロセス
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　（２）具体的な例

[保健編]

ア　何を学ぶ教科か（いくつかの視点より）

学習指導要領より
　　　　個人および社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、

生涯を通じて自ら健康を適切に管理し改善していく資質や能力を育てる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　別視点より

①保健行動教育⇒自らのライフスタイルを振り返りより良い方向へ変える力を養う教科
②保健科学教育⇒自らのライフスタイルを振り返りより良い方向へ変えるための保健科学的な知識を身に付ける教科　　　　（筑波大学名誉教授　森昭三氏）
　　　　　各学校における具体的な目標

　　　　①命の尊さを学ぶ教育

　　　　②健康教育の生活化をめざして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A校における具体的な目標）
イ　よい授業とは

　　　　上記各項目が学習でき目標が達成できる授業
ウ　よい授業をするために必要な授業力とは

　　　　（ア）計画・研究力

　　　　　　①計画力

　　　　　　　・適切な学習目標を設定し、生徒に提示できる

　　　　　　　・適切な年間計画を立て、生徒に提示できる

　　　　　　　・時間配当、配分を適切に計画することができる

　　　　　　　・単元にあった授業形態を選択できる

　　　　　　　・明確な評価規準や評価の観点を設定し、生徒に提示できる

②教材研究力

　　　　　　　・適切な板書内容を模索・選択できる

　　　　　　　・新しい情報や生徒のニーズ、学習内容に適した教材を模索できる

　　　　　　　・授業内容を精選することができる

（イ）実践力

　　　　　　①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

　　　　　　　・声が通り、聞きやすい声で話すことができる

　　　　　　　・話し方にメリハリがあり、要点にそった説明ができる

　　　　　　　・板書をわかりやすい字で書くことができる

　　　　　　　・一方通行にならず、生徒の様子や状態に応じた授業展開ができる

　　　　　　②運営力

　　　　　　　・時間配分を適切に行うなど、基本的に計画にそった授業ができる

　　　　　　　・時間配分の修正や授業形態の変更など、その状況に応じた授業展開ができる

　　　　　　③知識力

　　　　　　　・質問に対して明確に答えることができる

　　　　　　　・新しい情報に通じているなど知識が豊富である

（ウ）評価力

　　　　　　　・評価の規準・観点にそった客観的評価ができる

　　　　　　　

（エ）授業改善力

　　　　　　　・授業改善の意欲がある

　　　　　　　・授業改善のための客観的資料の収集ができる

・授業改善を実行することができる
エ　生徒による授業評価

　

（①計画力をうけた質問項目）

　Q、毎時間の学習の目標（何を学び、どの程度理解すべきか）が示されましたか？

Q、授業の年間計画が示されましたか？

Q、各授業の時間配分や進め方に計画性を感じましたか？

Q, 授業の内容にしたがって、適切な授業形態がとられていましたか？

Q, 観点別評価規準の説明がありましたか？


　　　

（②教材研究力をうけた質問項目）

Q、板書内容は読み取れましたか？

Q、授業で使用された教材は生徒が興味関心を持て、学習内容にそったものでしたか？

Q、内容がまとまっており、要点がわかりやすい授業でしたか？

　　　　（①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力をうけた質問項目）

Q、先生の話す声は聞き取りやすかったですか？

Q、先生の話し方や説明はわかりやすかったですか？

Q、板書の字はわかりやすかったですか？

Q, 質問しやすい授業の雰囲気でしたか？

　　　　（②運営力をうけた質問項目）

Q、各授業の時間配分は適切でしたか？

Q、時間配分や授業の進め方の変更など、その場の状況に適切に対応する姿勢が先生に見られましたか？

　　　　（③知識力をうけた質問項目）

Q,生徒の質問に対して先生は明確に答えていましたか？

Q,先生は新しい情報を含め、知識が豊富でしたか？

（評価力をうけた質問項目）

Q, 先生の評価は自分自身にとって適切でしたか？

Q, 観点別評価規準にしたがっての評価の方法は適切だと思いますか?

（授業改善力をうけた質問項目）

Q、先生は意欲的に授業を行っていますか?

Q、先生は生徒による授業評価を実施していますか?

Q、授業の内容や進め方は以前にくらべ向上していますか?

[体育編]
ア　何を学ぶ教科か（いくつかの視点より）

学習指導要領より


各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを

深く味わうことができるようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を

図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができ

る資質や能力を育てる。　　　　　　　　　　　　　（学習指導要領より）
　　　　　別視点より

・生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力の育成

・健康の保持増進のための実践力の育成

・体力の向上
　　　　　各学校における具体的な目標


　　　　　①　生き方の基礎・基本

　　　　　　　・生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現

・健康の保持増進を切り開くための実践力

②　学び方の基礎・基本

・お互いの学び合いを通して、課題を発見し、解決する力

③　知識・理解の基礎・基本

・特性に応じた運動の実践

・効果的な計画と運動実践

・体力の向上　　　　　　　　　　（A校における具体的な目標）

イ　よい授業とは

　　　　上記各項目が学習でき目標が達成できる授業
ウ　よい授業をするために必要な授業力とは

（ア）:計画・研究力
　　　　　

　　①計画力

・適切な学習目標を設定し、生徒に提示できる。

・適切な計画(年間計画・単元計画)が立案でき、生徒に提示できる。

・毎時間配当、配分を適切に計画することができる。

・単元にあった学習形態を選択できる。

・観点別評価規準をきちんと説明することができる。

　　　　　

　　②教材研究力

・新しい知識や情報に敏感であり、教材研究にあたっている。

· 教材や考え方に様々な工夫ができている。

（イ）実践力

①コミュニケーション能力

・簡潔明瞭な説明や指示ができている。

・個や場面に応じた適切な指導や支援ができている。

　　　　　　　②運営力

・時間配分を適切に行うなど、適正な運動量を確保できている。

・時間配分の修正や授業形態の変更など、その状況に応じた授業展開ができる

③知識力

・質問に対して的確に答えることができている。

　　　　　④安全管理能力

・安全への配慮ができている。

・施設設備の点検・整備ができでいる。

・生徒の危険行為を察知し指導できる。

（ウ）評価力

・評価の規準・観点にそった客観的評価ができる。

（エ）授業改善力

・授業改善の意欲がある。

・授業改善のための客観的資料の収集ができる。

・授業改善を実行することができる。

エ　生徒による授業評価

　　（①計画力をうけた質問項目）

Q、授業の中で、学習の目標が示されましたか?

Q、授業の中で、年間計画・単元計画が示されましたか?

Q、各授業の時間配分や進め方に計画性を感じましたか?

Q、学習形態は内容にあわせて適切に行っていますか?

Q、観点別評価規準について説明がありましたか？

    （②教材研究力をうけた質問項目）
        Q、授業にあたって十分な教材研究をしていると思いますか?

        Q、授業にあたって教材などに工夫がありますか?

　　

（①コミュニケーション能力をうけた質問項目）

Q、先生の説明・指示はわかりやすいですか?

 　　　 Q、先生は生徒の実態にあった授業を行っていますか?

(②運営力をうけた質問項目）

 Q、授業時間の中で充分な運動量がありますか?

(③知識力をうけた質問項目）

       Q、生徒の質問に対して先生は的確に答えてくれますか?

     (④安全管理能力をうけた質問項目）

       Q、生徒への安全の配慮がなされていますか?

      (評価力をうけた質問項目）

Q, 先生の評価は自分自身にとって適切でしたか？

Q, 観点別評価規準にしたがっての評価の方法は適切だと思いますか?

     (授業改善力をうけた質問項目）

       Q、先生は意欲的に授業を行っていますか?

       Q、先生は生徒による授業評価を実施していますか?

   Q、授業の内容や進め方は以前にくらべ向上していますか?

３　まとめ
　「生徒による授業評価」に結びつけるまでのプロセスを重視しながら検討することによって、教科の持つ本質・目標を再確認できたことは大変有意義であった。反面、そのことによって難しい語句や表現になっていることは当初の「現実的で運用しやすいもの」という観点からは多少離れたところはある。なお、各学校で利用の際は学校事情に合わせ質問項目の増減や表現法の工夫等をしていただければ幸いと考える。
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